
GHS 追加ラベル作成支援システム(VB6.0 版)説明書 

 

１．GHS 追加ラベルの作り方 

 

GHS 追加ラベルとは 

 労働安全衛生法第 57 条に基づく化学物質等の表示については、平成 17 年、18 年の法令 

改正により GHS 対応とすることとなっています。 

 従来から労働安全衛生法第 57 条に基づく化学物質等の表示により必要な注意事項等は 

既にラベルに記載されているであろうことから、従来のラベルに GHS 追加ラベルを貼るこ 

とにより法令改正に対応することができます。今回の法令改正では、絵表示、注意喚起語、 

危険有害性情報が追加されていることから、これらの項目を含んだ成分毎の追加ラベルを 

貼付すれば労働安全衛生法令を満たすこととなります。 

 例えば、追加ラベルをシール台紙に印刷・コピーして、従来のラベル表示に加えて、含 

まれる成分の追加ラベルを貼り込むことにより、容易に労働安全衛生法第 57 条に基づく化 

学物質等の表示に対応することができます。 

 

２．GHS 追加ラベル作成支援システム(VB6.0 版) 

 労働安全衛生法第 57 条の表示対象物質のラベル、追加ラベル（約１００種類）の作成を 

支援する GHS 追加ラベル作成支援システム（VB6.0 版 Windows 用）です。このソフトウエアを

正常に起動させるには Visual Basic V6.0(SP6)ランタイムライブラリ（VB6.0 ランタイム）が必

要です。 

 

使用方法 

 本プログラムは ZIP 形式にて圧縮されていますので、まず add_label_vb6_20061219.zip を解

凍用ツール（無料ソフトウエア）でご希望の場所に解凍して下さい。 

※必ず解凍した上でご使用下さい。 

 解凍用ツールは、Vector(URL http://www.vector.co.jp/)ほかのダウンロードサイトで入手可能

です。例えば次のようなサイトから解凍ソフトを選択してご利用下さい。 

http://www.vector.co.jp/vpack/filearea/win/util/arc/ 

 

 解凍したホルダーから次の操作を行ってください。 

(1) addLabelMaker.exe を実行してください。 

(注) 「必要な DLL ファイル XXXXXXXX.DLL が見つかりません。」等のエラーが発生する場 

合、表示文字が文字化けする場合、その他うまくソフトが動かない場合には、VB6.0 ランタイム

をインストールしてください。 

 VB6.0 ランタイムは、解凍用ツールと同様のダウンロードサイトから入手可能です。 



例えば、次のような VB6.0 ランタイムがありますので、必要に応じインストールしてください。

http://www.vector.co.jp/soft/win95/util/se188840.html 

(2) [GHS 追加ラベル作成支援システム]が起動しますので、まず、[会社名・住所等入力] 

ボタンをクリックし、会社名・住所・TEL,FAX を入力してください。 

 入力したデータを元に戻す場合は、[入力取り消し]ボタンをクリックしてください。 

(3) 次に、[製品に関する情報入力]ボタンをクリックし、[製品情報入力]画面を開いてく 

ださい。 

 GHS 追加ラベル作成支援システム（VB6.0 版）では、アクセス版を改良し、複数の製品情 

報を入力・保存・修正できるように改良しました。 

(4) 新たに製品を登録する場合は、[追加]ボタンをクリックし、製品名を入力してくださ 

い。 

 登録した製品を呼び出す場合は、[一覧]ボタンをクリックするか、直接製品名を入力し 

てください。 

 登録した製品を複写する場合は、製品名を呼び出してから[複写]ボタンをクリックして 

ください。 

 登録した製品名を変更する場合は、製品名を呼び出してから[変更]ボタンをクリックし 

てください。 

 登録した製品を削除する場合は、製品名を呼び出してから[削除]ボタンをクリックして 

ください。 

(5) [含有する成分(通常のラベル用)]を入力してください。３行まで入力可能です。成分 

は、改行して表示するよりも、改行せずに「、」等で成分を区切ってなるべく少ない改行で 

入力して下さい。なお、この操作は「通常のラベル」を作成する場合に必要です。「通常の 

ラベル」を作成しない場合には入力不要です。 

(6) [複数物質]か[単一物質]か、を選択してください。 

(7) 選択する物質をチェックしてください。なお、選択できる物質は１００物質のうちか 

ら選択可能です。 

 [単一物質]を選択した場合、新たに物質をチェックすると、前にチェックした物質のチ 

ェックは外れます。 

 [選択物質のみ表示]をチェックすると、選択した物質だけが表示されます。 

 物質を選択(反転表示)すると、その物質に対応する[危険有害性情報]、[注意書き]が右 

側の欄に表示されます。 

 表示された[危険有害性情報]、[注意書き]はコピー・ペースト（貼付）ができますので、 

新たな製品の注意書きの作成に利用することができます。 

(8) [貯蔵又は取り扱い上の注意(通常のラベル用)]を入力してください。なお、この操作 

は「通常のラベル」を作成する場合に必要です。「通常のラベル」を作成しない場合には入 

力不要です。 



 入力したデータを元に戻す場合は、[入力取り消し]ボタンをクリックしてください。 

 [一覧]、[複写]、[追加]、[変更]、[削除]ボタンクリック時にデータは登録されますの 

で、それ以前の入力を取り消すことはできません。 

(9) 以上でラベルの出力環境が整います。[GHS 追加ラベル作成支援システム]に戻り、製 

品を選択し必要なラベルのボタンをクリックしてください。([製品情報入力]画面のままで 

もラベルを出力可能です。) 

1)「通常のラベル」ボタンを押すと、会社情報、製品情報とともに複数選択した成分の、 

成分名、絵表示、注意喚起語、危険有害性情報が併せてラベル表示されます。印刷操作を 

行えば印刷もできます。 

2)「モデルラベル」ボタン(単一物質選択時に使用可能です)を押すと、会社情報とともに 

単一選択した成分の、成分名、絵表示、注意喚起語、危険有害性情報、注意書きが併せて 

ラベル表示されます。印刷操作を行えば印刷もできます。 

3)「複数物質追加ラベル(2×6)」ボタン(複数物質選択時に表示します)を押すと、選択し 

た成分の、成分名、絵表示、注意喚起語、危険有害性情報が追加ラベル（A4 版 12 枚ラベ 

ル用）として表示されます。印刷操作を行えば印刷もできます。 

4)「複数物質追加ラベル(3×7)」ボタン(複数物質選択時に表示します)を押すと、選択し 

た成分の、成分名、絵表示、注意喚起語、危険有害性情報が追加ラベル（A4 版 21 枚ラベ 

ル用）として表示されます。印刷操作を行えば印刷もできます。 

5)「単一物質追加ラベル(2×6)」ボタン(単一物質選択時に表示します)を押すと、選択し 

た成分の、成分名、絵表示、注意喚起語、危険有害性情報が追加ラベルとして表示されま 

す。1 物質 12 ラベル表示されます。印刷操作を行えば印刷もできます。 

6)「単一物質追加ラベル(3×7)」ボタン(単一物質選択時に表示します)を押すと、選択し 

た成分の、成分名、絵表示、注意喚起語、危険有害性情報が追加ラベルとして表示されま 

す。1 物質 21 ラベル表示されます。印刷操作を行えば印刷もできます。 

7)「全対象物質追加ラベル」のボタンを押すと、約１００種類の表示対象物質の追加ラベ 

ル（A4 版 12 枚ラベル用）を作成できます。印刷操作を行えば印刷もできます。 

 

３．制限事項 

(1) 追加ラベルは一般的に市販されているラベルの大きさに合わせました。本ソフトには 

印刷位置の微調整機能はありません。仮に、ずれが生じる場合には、切れ目の入っていな 

い A4 版のラベルにプリントしてから手作業でカットしてご利用ください。 

(2) 入力できるデータの範囲 

 1)製品名欄は、1 行のみ、最大５０文字まで。 

 2)会社名欄は、1 行のみ、最大７０文字まで。 

 3)住所欄は、1 行のみ、最大７６文字まで。 

 4)TEL,FAX 欄は、1 行のみ、最大７６文字まで。 



 4)成分欄は、★最大 3 行まで★、最大２６５文字まで。このため、多成分の場合は、 

 「、」等で成分を区切って連続的に入力するようにしてください。 

 5)貯蔵又は取り扱い上の注意欄(単一物質)は、状況に応じ、最大 50 行まで、最大２８５０ 

 文字まで。 

 6)貯蔵又は取り扱い上の注意欄 

 (複数物質で１～２物質)は、状況に応じ、最大 64 行まで、最大１３３４文字まで。 

 (複数物質で３～４物質)は、状況に応じ、最大 50 行まで、最大１３３４文字まで。 

 (複数物質で５～６物質)は、状況に応じ、二段折り返しで最大 46 行まで、最大１９７８ 

 文字まで。 

  

(3)動作環境として、Visual Basic 6.0 SP6 ランタイムライブラリが必要です。Vector 等 

からダウンロードしてください。 

 GHS 追加ラベル作成支援システムは必ず解凍してからご使用下さい。コンピュータ環境 

によっては想定どおり動作しないことがありえます。 

 ソフトとして至らぬ点が多々あろうかと存じますが、何ほど御容赦のほどお願い申し上 

げます。 

  

４．表示対象物質は 99 種類の化学物質から以下の 100 個の追加ラベルを作成することが 

できます。 

 3,3'-ジクロロベンジジン 

 アルファｰナフチルアミン 

 塩素化ビフェニル 

 オルト-トリジン 

 ジアニシジン 

 ベリリウム 

 ベンゾトリクロリド 

 アクリルアミド 

 アクリロニトリル 

 アセトン 

 ジエチル水銀 

 イソブチルアルコｰル 

 イソプロピルアルコｰル 

 イソペンチルアルコｰル 

 エチルアミン 

 エチルエｰテル 

 エチレンイミン 



 エチレンオキシド 

 エチレングリコールモノエチルエーテル 

 エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート 

 エチレングリコールモノーノルマルーブチルエーテル 

 エチレングリコールモノメチルエーテル 

 塩化ビニル 

 オーラミン（塩酸塩） 

 オルト-ジクロロベンゼン 

 オルト-フタロジニトリル 

 過酸化水素 

 カドミウム（カドミウム化合物の一例） 

 酸化カドミウム（カドミウム化合物の一例） 

 キシレン 

 クレゾール 

 クロム(VI)酸鉛（クロム酸及びその塩の一例） 

 クロロベンゼン 

 クロロホルム 

 クロロメチルメチルエｰテル 

 五酸化バナジウム 

 コｰルタｰル 

 酢酸イソブチル 

 酢酸イソプロピル 

 酢酸イソペンチル 

 酢酸エチル 

 酢酸 n-ブチル 

 酢酸 n-プロピル 

 酢酸 n-ペンチル 

 酢酸メチル 

 次亜塩素酸カルシウム 

 三酸化ヒ素 

 四エチル鉛 

 シアン化カリウム 

 シアン化ナトリウム 

 四塩化炭素 

 1,4-ジオキサン 

 シクロヘキサノｰル 



 シクロヘキサノン 

 1,2-ジクロロエタン 

 1,2-ジクロロエチレン 

 ジクロロメタン 

 3,3'-ジクロロ-4,4'-ジアミノジフェニルメタン 

 N,N-ジメチルホルムアミド 

 臭化メチル 

 硝酸アンモニウム 

 重クロム酸ナトリウム（重クロム酸及びその塩の一例） 

 水銀（水銀及びその無機化合物の一例） 

 スチレン 

 1,1,2,2-テトラクロロエタン 

 テトラクロロエチレン 

 テトラヒドロフラン 

 1,1,1-トリクロロエタン 

 トリクロロエチレン 

 トリレンジイソシアネート 

 トルエン 

 酸化鉛(II)（鉛化合物の一例） 

 ニッケルカルボニル 

 ニトログリセリン 

 ニトロセルローズ 

 二硫化炭素 

 ノルマルヘキサン 

 パラ-ジメチルアミノアゾベンゼン 

 パラ-ニトロクロロベンゼン 

 ピクリン酸 

 フェノール 

 1,3-ブタジエン 

 1-ブタノｰル 

 2-ブタノｰル 

 弗化水素 

 ベｰタ-プロピオラクトン 

 ベンゼン 

 ペンタクロロフェノール 

 ホルムアルデヒド 



 マゼンタ 

 メタノｰル 

 メチルイソブチルケトン 

 メチルエチルケトン 

 メチルシクロヘキサノｰル 

 メチルシクロヘキサノン 

 メチル-ノルマル-ブチルケトン 

 沃化メチル 

 硫化水素ナトリウム 

 硫化ナトリウム 

 硫酸ジメチル 

  

 

４．その他の注意事項 

 本ソフトは、中央労働災害防止協会安全衛生情報センターの以下のサイトから無償でダ 

ウンロードでき、利用が可能です。 

http://www.jaish.gr.jp/anzen/gmsds_label/add_label/add_label_index.html 

 本ソフトを参考にする際には事業者の責任において行ってください。 

 本ソフトの改変・再配布を禁止します。特殊なラベル用紙等に適用するため止むを得ず 

改変・再配布を行う場合には事業者の責任において行ってください。 

 本ソフトの個別の説明やランタイムのインストール操作の説明は行いませんのでご了承 

下さい。 

 

化学物質情報 

中央労働災害防止協会安全衛生情報センター化学物質情報  

http://www.jaish.gr.jp/user/anzen/kag/ankg00.htm 
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